
一般社団法人九州経済連合会、一般社団法人北九州中小企業団体連合会、九州電力株式会社北九州支社、日本経済新聞社西部支社、野村證券株式会社北九州支店、
株式会社日本政策投資銀行、福岡ひびき信用金庫、株式会社西日本シティ銀行、株式会社福岡銀行、株式会社北九州銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社三井住友銀行、
学術研究都市ファンクラブ「ひびきの会」、九州半導体・エレクトロニクスイノベーション協議会、九州地域環境･リサイクル産業交流プラザ（Ｋ-ＲＩＰ）、九州地域バイオクラスター推進協議会、
九州イノベーション創出戦略会議、福岡県ロボット・システム産業振興会議、ＡＩＲ　ＳＴＡＴＩＯＮ　ＨＩＢＩＫＩ株式会社

主    催

後    援

お問い合わせ 公益財団法人北九州産業学術推進機構   キャンパス運営センター
ＴＥＬ：（093）695-3111　ＦＡＸ：（093）695-3010　E-mail : fair@ksrp.or.jp　URL : http://fair.ksrp.or.jp/

北九州学術研究都市産学連携フェア実行委員会、公益財団法人北九州産業学術推進機構[ＦＡＩＳ]

１０/
平成２８年

２０
THU FRI
２１

北九州学術研究都市
（北九州市若松区ひびきの） Designed by 

麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

北
九
州
校 

C
G
ク
リ
エ
ー
タ
科
　
福
間
　
彩
未

※
Supported by 

北
九
州
総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

報告書





1

総括

基調講演

特別講演

アンケート結果の概要

セミナー

展示会

見学ツアー

同時開催

広報・宣伝活動

開催風景

2

5

8

12

14

20

22

22

23

25

C O N T E N T S

報告書



【会期】

北九州学術研究都市［北九州市若松区ひびきの］【会場】
【主催】

開催趣旨

来場者総数

オープニング

北九州市域の大学・企業などの研究成果・活動内容を広くＰＲし、産と学の出会いの場を提供することで、産学連携を強力に推
進します。これにより、付加価値の高い新技術・新産業を生み出すイノベーション創出活動を加速させ、暮らしと産業の持続的
な発展による地域社会の活性化を目指すものとします。

展示会 見学ツアーセミナー基調講演

185名
特別講演

181名 159名1,042名 2,782名
合　計同時開催

266名 5,129名
交流パーティ・交流ルーム

514名

●
総
　
括

木201028 月平成 年 日 金21日→

北九州学術研究都市産学連携フェア実行委員会
公益財団法人北九州産業学術推進機構［FAIS］

2

公益財団法人北九州産業学術推進機構　理事長［主催者挨拶］
開 会 式

基調講演

松永　守央 
北九州市長 北橋　健治 
経済産業省 九州経済産業局　局長［来賓挨拶］ 髙橋　直人 氏
北九州商工会議所　会頭 利島　康司 氏

公益財団法人北九州産業学術推進機構　顧問 國武　豊喜 氏

北九州学術研究都市のこれから
～15年の歩みと今後の展望～

●テーマ

■期日

■場所

木201028 月平成 年 日
北九州学術研究都市 会議場

総　括
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総
　
括

3

木10 20月 日
来場者数セミナー・テーマ 会　場実　施　機　関

金10 21月 日
来場者数セミナー・テーマ 会　場実　施　機　関

来場者数テーマ 講　師 会　場

来場者数テーマ 講　師 会　場

185

62

52

12

54

47

46

88

63

22

47

会議場

産学連携センター研修室

産学連携センター研修室

産学連携センター中会議室1

産学連携センター中会議室1

産学連携センター中会議室2

産学連携センター中会議室2

学術情報センター遠隔講義室1

学術情報センター遠隔講義室1

技術開発交流センター1F中会議室

技術開発交流センター1F中会議室

181

36

50

14

70

27

23

39

69

19

62

会議場

産学連携センター研修室

産学連携センター研修室

産学連携センター中会議室1

産学連携センター中会議室1

産学連携センター中会議室2

産学連携センター中会議室2

学術情報センター遠隔講義室1

学術情報センター遠隔講義室1

技術開発交流センター1F中会議室

体育館

40体育館

41体育館

31体育館

A-1

B-1

B-2

C-1

C-2

D-1

D-2

E-1

E-2

F-1

F-2

B-3

A-3

B-4

C-3

C-4

D-3

D-4

E-3

E-4

F-3

先端エコフィッティング技術研究開発センター・ワークショップ：
大気と光の資源化への挑戦

国立大学法人九州工業大学
先端エコフィッティング技術研究開発センター

ダイバーシティ経営実践セミナー 株式会社ワールドインテック

知財活用による新事業展開促進支援フォーラム＆セミナー
第１回 メイカームーブメント ものづくり最前線 ～ 新しいデジタルコミュニティと既存産学官との共創に向けて ～ 特許庁、九州経済産業局、福岡県、九州知的財産活用推進協議会

介護ロボット (公財)北九州産業学術推進機構　

ものづくり企業経営者層 必見セミナー！
「デジタルものづくりと価値創造への挑戦事例」 (公財)北九州産業学術推進機構 ものづくり革新センター　

北九州環境ビジネス推進会10月例会〈産学双方向セミナー〉 北九州環境ビジネス推進会

自動車・ロボット研究所 研究シーズ紹介 西日本工業大学 研究センター

ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会の活動成果と今後の課題 ひびきのLEDアプリケーション創出協議会

メタルリサイクル－ほどく技術・つなぐ技術－ 北九州市立大学 

エネルギー、食糧生産、環境をターゲットとした「光合成」の産業化 北九州市立大学 国際光合成産業化研究センター

(公財)北九州産業学術推進機構　北九州学術研究都市のこれから
～15年の歩みと今後の展望～基調講演

北九州市環境エレクトロニクス研究所 1年をふり返って 北九州市環境エレクトロニクス研究所

北部九州発のイノベーションをアジア・世界へ Joint-IFF（ふくおかIST、ISIT、FAIS連携体）

工学教育革新センターと連携した海洋ロボット教育技術研究所の
研究開発およびPBL教育 韓国東明大学校工学教育革新センター・工科大学機械工学科

クリーンエネルギーと環境のための触媒技術 公益社団法人 石油学会九州・沖縄支部

AIの社会実装を目指して ひびきのAI社会実装研究会

地域課題解決を産学官民金の連携で目指す
「北九州e-PORTチャレンジ」 北九州e-PORT推進機構

先端技術を事業にー産総研の「橋渡し」のご紹介ー 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 九州センター

部品内蔵配線板の最新開発状況
～数々の課題を乗り越え、モバイル機器メインボードに適用へ～

システム開発技術カレッジ（ふくおかIST）、
ひびきの半導体アカデミー（FAIS）合同企画

第59回 北九州医工学術者会議 北九州医工学術者協会

(公財)北九州産業学術推進機構　生きることを基本に置く社会を特別講演

■出展者プレゼンテーション

■出展者プレゼンテーション

「世界発！省エネルギーのための自動制御理論」 北九州市立大学 教授 永原 正章 氏

「形状記憶合金の仕組みと本合金を用いた低温排熱回収装置のご紹介」 北九州市立大学 准教授 長　 弘基 氏

「人工光合成による燃料製造プラント（国際光合成産業化研究センターの取り組み）」 北九州市立大学 教授 上江洲 一也 氏

「太陽光を用いた水分解水素貯蔵エネルギーシステム」 北九州市立大学 教授 藤井 克司 氏

28体育館「西日本工業大学『計測・分析センター』と関連する研究事例のご紹介」 西日本工業大学 教授 鷹尾 良行 氏  他
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展示会・見学ツアー・交流パーティ

合　計

10月20日（木） 10月21日（金）

1,400名 1,382名
2,782名

● 新日本非破壊検査（株）
● 計測検査（株）
● 北九州工業高等専門学校 滝本隆 研究室
● （株）石川鉄工所
● 九州工業大学 石井和男 研究室
● 九州工業大学 西田健 研究室
● （有）ICS SAKABE
● 八祥産業（株）
● （株）三和綜合土木
● リーフ（株）
● （株）安川電機
● 富士ソフト（株）
● (株)朝日工芸社
● 日本プライスマネジメント(株)
● (株)マリンテック
● (株)ＳＴＥＱ
● 京都電子工業（株）
● (株)環境フォトニクス
● (株)豊光社
● (株)ロクリア
● KOA(株)

● 北九州市立大学 環境技術研究所
● 韓国・東明大学校工学教育革新センター／
 　海洋ロボット教育技術研究所
● 韓国・国立釜山機械工業高等学校
● 北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科
● 福岡県工業技術センター 機械電子研究所
● 西日本工業大学 研究センター
● 九州共立大学 総合研究所
● ダイキ工業（株）
● エス・エルテック（株）
● 九州工業大学
● 九州大学
● （株）戸畑製作所
● 古河電池（株）
● 不二ライトメタル（株）
● 産業技術総合研究所
● 九州工業大学 大学院生命体工学研究科
● 九州工業大学 社会ロボット具現化センター
● カーロボ連携大学

● 早稲田大学
● 早稲田大学 ルバージュ・イヴ研究室
● 早稲田大学 篠原尋史研究室
● 早稲田大学 三宅丈雄研究室
● 早稲田大学 田中英一郎研究室
● （公財）九州ヒューマンメディア創造センター
　北九州e-PORT推進機構
● （公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター
● 北九州工業高等専門学校 北園優希研究室

技術開発交流センター 体育館

全体配置図

展　示　会

10月20日（木） 10月21日（金）

12名 57名
学研都市ツアー ラボ見学ツアー

90名
団体見学

見学ツアー

10月20日（木） 10月21日（金）

154名 219名

●17：45～19：00　
【会　場】
10月20日（木）

カフェテリア 141名
交流パーティ

交流ルーム
●交流ルーム利用

早稲田大学
情報生産システム
研究センター

北九州市立
大学
特殊実験棟

北九州市立大学
計測分析センター

環境エネルギー
センター

﹇
交
流
パ
ー
テ
ィ
会
場
﹈

共同研究
開発センター

情報技術
高度化センター

至折尾

学研都市ひびきのバス停

一般来場者用駐車場

体育館体育館

早稲田大学
情報生産システム
研究センター

北九州市立
大学
特殊実験棟

運動場運動場

北九州市立大学
計測分析センター

環境エネルギー
センター

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

カ
フ
ェ
テ
リ
ア

共同研究
開発センター

情報技術
高度化センター

会議場会議場

学術情報センター

﹇
交
流
パ
ー
テ
ィ
会
場
﹈

事業化支援センター

産学連携センター

事業化支援センター

産学連携センター 学術情報センター

● 文部科学省ナノテクノロジープラットフォームセンター機関
　(国立研究開発法人科学技術振興機構）
● 微細加工プラットフォーム実施機関
　(（公財）北九州産業学術推進機構)

技術開発交流センター技術開発交流センター

北九州市立大学九州工業大学大学院

早稲田大学大学院

北九州市立大学九州工業大学大学院

早稲田大学大学院
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基 調 講 演

國武　豊喜 氏

●テーマ

●講　師

講 演 主 旨

(公財)北九州産業学術推進機構 顧問

現職としてその他に、九州大学高等研究院特別主幹教授、理化学研

究所基幹研究所名誉研究員、株式会社ナノメンブレン代表取締役。

ペンシルバニア大学大学院化学専攻博士課程修了。(公財)北九州

産業学術推進機構理事長、北九州市立大学副学長、九州大学教授、

同工学部長なども歴任。専門分野は高分子化学、分子組織化学。

北九州学術研究都市のこれから
～15年の歩みと今後の展望～

公益財団法人 北九州産業学術推進機構　
顧問

■経歴

●
基
調
講
演
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特 別 講 演

中村　桂子 氏

●テーマ

●講　師

講 演 主 旨

ＪＴ生命誌研究館館長

東京大学理学部化学科卒業、東京大学大学院生物化学専攻博士課

程修了(理学博士)。

国立予防衛生研究所、三菱化成生命科学研究所人間自然研究部

長、早稲田大学人間科学部教授、JT生命誌研究館副館長を経て現

在館長。東京大学先端科学技術研究センター客員教授、大阪大学

連携大学院教授も歴任。

生きることを基本に置く社会を

JT生命誌研究館　館長

■経歴●
特
別
講
演
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アンケート結果の概要

12

来場者アンケート

出展者アンケート

フェア全体の感想では、「十分満足」「満足」の合計が、昨年度に比べ５ポイント減少した
（７６％→７１％）。そのうちイベント別でみた「十分満足」「満足」の合計の前年比は、基調講
演が８３％→８１％、セミナーが８３％→８５％、展示会が７３％→７５％、見学ツアーが
６７％→７２％であった。
良かったと思う展示企画の上位３つは、①ロボット関連展示（技術開発交流センター）、②九
州工業大学の展示（体育館）、③北九州市立大学の展示（体育館）であった。
また、良かったと思うセミナーの上位３つは、①ＦＡＩＳ主催の介護ロボットに関するセミ
ナー、②九州工業大学主催の大気と光の資源化に関するセミナー、③北九州市立大学主催の
メタルリサイクルに関するセミナーであった。

体育館の大学の展示では、説明員の不在が多く、改善を希望する。
さまざまな分野の内容を一度に聞くことができてよかった。
展示会場が分散しているため、異業種間の交流機会が減っているように感じた。展示は一会場に
まとめてほしい。
バスの臨時便を増やしてほしい。
企業の展示が少なかった。
マンネリ化している。毎年開く必要があるのか。
もう少し人が集まるよう広報に力を入れてほしい。

主な自由意見

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
の
概
要

○
○
○

○
○
○
○

○

○

具体的な成果について、「（出展者への）問合せがきた」が昨年度２件から、９件と増加した。
来場者数に対する感想は、「満足」（１２％→１２％）、「普通」（４６％→４２％）、「少なかった」（４
２％→４４％）となり、昨年同様、少なく感じている団体が半数近くにのぼった。
事務局の広報活動について、「満足」（４２％→３０％）、「普通」（５４％→６３％）、「不満」（０％→
５％）であった。
全般的な運営について、「満足」（５０％→２３％）、「普通」（４６％→５８％）、「不満」（４％→１
２％）であった。具体的には、「面白い開発品の展示が増えているように感じた」、「アカデミアだ
けでなく、産業界の出展がないと意味がないように感じた」などの意見があった。

○
○

○

○
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の
概
要

セミナー主催者アンケート

企画の内容がマンネリ化している。数年に一度の開催で十分で、毎年開く必要はない。
技術開発交流センターは、場所が離れていることもあり、全体的に来場者が少なかった。体育館
への集約を期待する。
今回は、例年より、出展企業・機関や企業からの来場者が少なくて残念だった。
大学のシーズを展示できるよい機会だと思った。
いつも興味深いセミナー内容に満足している。
出展のメリットを感じない。
展示のみで説明者がいないブースがあり、残念であった。
来場者が少なく、期待していたほど、会社のPRができなかった。

主な自由意見

○
○

○
○
○
○
○
○

初めて実施側として参加したが、まずまずの参加者にご出席いただけた。
セミナーや展示の内容を、もっと充実させる必要がある。
フェア全体のアンケート用紙を配布する必要があったため、独自のアンケートは断念した。次
回、可能であれば、全体アンケートの中に、参加ｾﾐﾅｰの評価を含めていただけるとありがたい。
もう少し盛り上がるように多くの大学に動員をかけてもよいのではないか。
来場者には学生が多く、対企業向けに出展する側としては、本来の目的以外に人員をさかれるこ
とになり、不満が残るのではないか。
自社での広報活動があまりできていなかったため、参加人数が非常に少なかった。
情報発信する機会が少ないので、このような場があるのは貴重である。

主な自由意見

○
○
○

○
○

○
○

具体的な成果について、「共同研究につながりそうな相談があった」（４件→０件）、「具体的な
パートナーができた」（２件→２件）、「連携の可能性があるパートナーができた」（４件→２件）、
「問い合わせがあった」（７件→４件）であった。
来場者数に対する感想は、「満足」（２１％→１２％）、「普通」（４７％→３５％）、「少なかった」（３
２％→５３％）となり、少なく感じている団体が半数を超えた。
他のセミナーや展示会への参加について、「興味を引くセミナーや展示会があった」が昨年に比
べ、２６ポイント増加した（３９％→６５％）。具体的には、「ドローン」や「介護ロボット」などの
意見があった。

○

○

○
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セ
ミ
ナ
ー
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エネルギー、食糧生産、環境をターゲットとした「光合成」の産業化
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】52名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州市立大学 国際光合成産業化研究センター15：30～17：3010月20日（木）
産学連携センター 研修室

●テーマ「OECDグリーン成長モデル都市間の環境・エネルギー研究連携構想」
北九州市立大学国際環境工学部 教授／環境技術研究所 副所長 上江洲　一也 氏

松本　光史 氏電源開発株式会社 技術開発部 若松研究所バイオ・環境技術研究G
●テーマ
［講演2］（40分）

［講演1］（40分）

「海産性の微細藻類を利用した燃料生産実証研究の最前線」

河野　智謙 氏北九州市立大学国際環境工学部 教授 国際光合成産業化研究センター長
●テーマ
［講演3］（40分）

「エネルギー、食糧生産、環境と『光合成』の産業化：国際連携と産学連携の事例」

B-2

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先河野 智謙 【T E L】（093）695-3207 【FAX】（093）695-●●●●【E-mail】kawanotom@kitakyu-u.ac.jp （北九州市立大学 国際光合成産業化研究センター センター長）

セ　ミ　ナ　ー

ダイバーシティ経営実践セミナー
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】12名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

株式会社ワールドインテック11：00～12：0010月20日（木）
産学連携センター 中会議室1

●テーマ「ダイバーシティ経営実践セミナー」
株式会社ワールドインテック ソリューション課 課長 村石　豪一 氏

［講演］（40分）

C-1

（
全
体
　
1
時
間
）

報告者 連絡先上野 友布佳 【T E L】（092）481-0210 【FAX】（092）481-0219 【E-mail】solution@witc.co.jp（株式会社ワールドインテック ソリューション課）

先端エコフィッティング技術研究開発センター・ワークショップ：大気と光の資源化への挑戦
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】62名【主　　催】

報告

ム
ラ
グ
ロ
プ

九州工業大学先端エコフィッティング技術研究開発センター10：00～12：0010月20日（木）
産学連携センター 研修室 

●テーマ

）分01（］拶挨会開［

「太陽光発電の新技術：塗布型太陽電池はシリコン系太陽電池の効率を超えられるか？」

センター長挨拶

九州工業大学 大学院生命体工学研究科／先端エコフィッティング技術研究開発センター環境共生電子素子研究ユニット 教授

春山　哲也 氏

早瀬　修二 氏

九州工業大学 先端エコフィッティング技術研究開発センター センター長

横野　照尚 氏九州工業大学 工学研究院応用化学部門／先端エコフィッティング技術研究開発センター新資源開拓研究ユニット 教授
●テーマ

）分52（］2演講［

）分52（］1演講［

「光エネルギーを利用したCO2連続還元プロセスの開発」

前田　憲成 氏九州工業大学 大学院生命体工学研究科／先端エコフィッティング技術研究開発センター環境共生バイオプロセス研究ユニット 准教授
●テーマ

）分52（］3演講［
「メタン菌高集積汚泥を活用した海水からのバイオエネルギー生成への挑戦」

春山　哲也 氏九州工業大学 先端エコフィッティング技術研究開発センター センター長
）分01（］論討合総［

春山　哲也 氏九州工業大学 大学院 生命体工学研究科／先端エコフィッティング技術研究開発センター新資源開拓研究ユニット 教授

●テーマ
）分52（］4演講［

「空気と水だけを原料として常温・常圧・無触媒・1段階プロセスでアンモニアを生産：
 食糧増産から水素エネルギー社会まで」

B-1

　
体
全
（

2

）
間
時

報告者 連絡先前田 憲成 【T E L】（093）695-6064 【FAX】（093）695-6005 【E-mail】toshi.maeda@life.kyutech.ac.jp（九州工業大学大学院生命体工学研究科）
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メタルリサイクルーほどく技術・つなぐ技術ー
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】54名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州市立大学15：30～17：3010月20日（木）
産学連携センター 中会議室１

●テーマ「金属素材の循環利用」
東北大学 多元物質科学研究所 研究教授 中村　　崇 氏

王　　立邦 氏台北科技大学 環境工程與管理研究所 助理教授
●テーマ
［講演2］（30分）

［講演1］（30分）

「台湾における廃棄物からの金属リサイクルの現状と今後の動向」

大矢　仁史 氏北九州市立大学 国際環境工学部 教授
●テーマ
［講演3］（20分）

「過熱水蒸気処理と塩化鉄・鉄粉法による廃電子回路基板のリサイクル」

藤澤　龍太郎 氏三菱マテリアル株式会社 環境・エネルギー事業本部 部長
●テーマ
［講演4］（20分）

「三菱マテリアルにおけるリチウムイオン電池リサイクルの取組と課題」

吉塚　和治 氏北九州市立大学 国際環境工学部 教授
●テーマ
［講演5］（20分）

「廃ネオジム磁石からのレアアースのリサイクル」

C-2

報告者 連絡先吉塚 和治 【T E L】（093）695-3281 【FAX】（093）695-3716 【E-mail】yoshizuka@kitakyu-u.ac.jp（北九州市立大学 国際環境工学部）

（
全
体
　
2
時
間
）

●
セ
ミ
ナ
ー

北九州環境ビジネス推進会１０月例会〈産学双方向セミナー〉
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】46名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州環境ビジネス推進会15：30～17：3010月20日（木）
産学連携センター 中会議室2

●テーマ「九州工業大学大学院生命体工学研究科におけるエネルギーに関する研究テーマとその概要」
九州工業大学 大学院生命体工学研究科長 教授 花本　剛士 氏

宗藤　伸治 氏九州大学大学院 工学研究院 材料工学部門 准教授
●テーマ
［講演2］（30分）

［講演1］（30分）

「温度差を必要としない発電材料ー狭バンドギャップ部における電子の熱励起を利用ー」

寺崎　正勝 氏九電みらいエナジー株式会社 取締役 企画本部長
●テーマ
［講演3］（30分）

「九電みらいエナジーの取組みと今後の展開～再エネのフロントランナーを目指して～」

工藤　雅一 氏株式会社 安川電機 インバータ事業部 事業推進部 課長
●テーマ
［講演4］（30分）

「安川電機の省エネへの取組み」

D-2

報告者 連絡先中野 光一 【T E L】（093）695-6021 【FAX】（093）695-6021 【E-mail】nakano@life.kyutech.ac.jp（九州工業大学 大学院 生命体工学研究科）

（
全
体
　
2
時
間
）

「知財活用による新事業展開促進フォーラム＆セミナー第1回メイカームーブメント ものづくり最前線
～新しいデジタルコミュニティと既存産学官との共創に向けて～

【日　　時】

【会　　場】 【参加人数】47名
【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

九州経済産業局、特許庁、福岡県、九州知的財産活用推進協議会、
福岡県工業技術センタークラブ

10：00～12：4010月20日（木）
産学連携センター 中会議室2

●テーマ「デジタルコミュニティの最新動向」
DMM.make AKIBA  エヴァンジェリスト 岡島　康憲 氏

●テーマ「知財総合支援窓口運営業務の紹介」
福岡県知財総合支援窓口 トータルサポーター 熊本　　洋 氏

大久保　泰輔 氏タカハ機工株式会社 代表取締役社長
●テーマ
［講演2］（40分）

［講演1］（35分）

「地域のファブスペース運営機関から活動報告」

岡島　康憲 氏DMM.make AKIBA エヴァンジェリスト
渡邉　仁史 氏DMM.make AKIBA.make 事業部
大久保　千穂 氏タカハ機工株式会社 取締役
川口　千恵子 氏熱産ヒート株式会社 代表取締役社長
酒井　文也 氏九州工業大学大学院 情報工学府
末廣　利範 氏福岡県工業技術センター機械電子研究所 所長

〈パネリスト〉

●テーマ
［パネルディスカッション］（70分）

［窓口業務の紹介］（15分）

「知的財産の取り扱い」
「新しいデジタルコミュニティと既存の産学官との関係」

D-1

報告者 連絡先田上 真人 【T E L】（093）691-0231 【FAX】（093）691-0252 【E-mail】tagami@fitc.pref.fukuoka.jp（福岡県工業技術センター機械電子研究所　技術総合支援室）

（
全
体
　
2
時
間
　
分
）

40
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●
セ
ミ
ナ
ー

介護ロボット
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】88名【主　　催】公益財団法人北九州産業学術推進機構10：00～12：3010月20日（木）
学術情報センター 遠隔講義室１

●テーマ「医師の立場からロボットと訓練・介護」
独立行政法人 労働者健康安全機構 九州労災病院 門司メディカルセンター 院長 蜂須賀　研二 氏

［講演1］（60分）

●テーマ「国家戦略特区における介護ロボット開発・普及事業について」
北九州市産業経済局 企業支援・産学連携部 成長産業担当課長 柴田　泰平 氏

［講演2］（30分）

●テーマ「介護ロボット紹介（健康度測定器、屋内移動アシスト装置）」
株式会社安川電機 技術開発本部ロボティクスヒューマンアシスト事業推進室 室長 藤原　　昇 氏

［講演3］（30分）

●テーマ「介護ロボット紹介（ＰＡＬＲＯ）」
富士ソフト株式会社 プロダクト・サービス事業本部ＰＡＬＲＯ事業部 マーケティング室 リーダー 二宮　恒樹 氏

［講演4］（30分）

E-1

報告者 連絡先宮松 利行 【T E L】（093）695-3046 【FAX】（093）695-3525【E-mail】t-miyamatsu＠ksrp.or.jp （公益財団法人北九州産業学術推進機構 国家戦略特区ライン）

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
全
体
　
2
時
間
　
分
）

30

ものづくり企業経営者層必見セミナー！「デジタルものづくりと価値創造への挑戦事例」
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】63名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

公益財団法人北九州産業学術推進機構 ものづくり革新センター15：30～17：3010月20日（木）
学術情報センター 遠隔講義室１

●テーマ「インターネット『ものづくり』時代の挑戦事例」
株式会社ブレインバス 代表取締役ＣＥＯ 山田　眞次郎 氏

石井　彰一 氏パナソニック株式会社 生産技術本部 所次長
●テーマ
［講演2］（55分）

［講演1］（55分）

「ＩｏＴトレンドとパナソニックの取組み」

E-2

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先牛島 雄二 【T E L】（093）695-3006 【FAX】（093）695-3018 【E-mail】y-ushijima＠ksrp.or.jp （公益財団法人 北九州産業学術推進機構 産学連携センター）

自動車・ロボット研究所 研究シーズ紹介
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】22名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

西日本工業大学 研究センター11：00～12：0010月20日（木）
技術開発交流センター 中会議室

●テーマ「静電塗装の高度制御について～多角的な計測と評価法」
西日本工業大学 工学部 助教 小畑　大地 氏

荒巻　森一朗 氏西日本工業大学 工学部 准教授
●テーマ
［講演2］（30分）

［講演1］（30分）

「可視化計測の魅力について」

F-1

（
全
体
　
1
時
間
）

報告者 連絡先山中 麗子 【T E L】（093）563-3225 【FAX】（093）563-3228 【E-mail】proj@nishitech.ac.jp（西日本工業大学）

ひびきのＬＥＤアプリケーション創出協議会の活動成果と今後の課題
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】47名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

ひびきのLEDアプリケーション創出協議会15：30～17：3010月20日（木）
技術開発交流センター 中会議室

●テーマ「産学連携によるＬＥＤ照明の熱課題解決」
北九州市立大学 国際環境工学部 機械システム工学科 教授 井上　浩一 氏

［講演1］（40分）

●テーマ「機械電子研究所におけるＬＥＤ照明関連設備の紹介と活用例」
福岡県工業技術センター 機械電子研究所 西村　圭一 氏

［講演2］（35分）

●テーマ「高放熱基板を実現する分子接合技術」
株式会社 いおう化学研究所 専務取締役 工藤　孝廣 氏

［講演3］（40分）

F-2

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先田中 康彦 【T E L】（093）695-3007 【E-mail】y-tanaka＠ksrp.or.jp （公益財団法人北九州産業学術推進機構　半導体･エレクトロニクス技術センター）
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●
セ
ミ
ナ
ー

先端技術を事業に―産総研の「橋渡し」のご紹介―
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】36名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター10：30～12：0010月21日（金）
産学連携センター 研修室

●テーマ「産総研九州センターの「橋渡し」による地域イノベーションの推進」
国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター 所長 坂本　　満 氏

秋山　守人 氏国立研究開発法人産業技術総合研究所 製造技術研究部門 副研究部門長
●テーマ
［講演2］（20分）

［講演1］（20分）

「製造技術研究部門の研究戦略と主な成果」

金海　榮一 氏ＮＳマテリアルズ株式会社 代表取締役
●テーマ
［講演3］（50分）

「高い色再現性ディスプレイを実現～産総研の先端的な均一粒子製造技術を応用～」

B-3

報告者 連絡先齊田　 浩 【T E L】（0942）81-3591 【FAX】（0942）81-4089 【E-mail】saida-hiroshi@aist.go.jp（国立研究開発法人産業技術総合研究所 九州センター）

（
全
体
　
1
時
間
　
分
）

30

クリーンエネルギーと環境のための触媒技術
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】50名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

公益社団法人石油学会九州・沖縄支部15：00～17：0010月21日（金）
産学連携センター 研修室

●テーマ「新しい光触媒材料としての水素処理されたルチル型TiO2粉末」
北九州市立大学 国際環境工学部 准教授 天野　史章 氏

足立　健太郎 氏日揮触媒化成株式会社 R&Dセンター触媒研究所 グループマネージャー
●テーマ
［講演2］（40分）

［講演1］（40分）

「環境保全、新エネルギー創造に貢献する触媒と機能材料」

斉間　　等 氏九州大学 鉄鋼リサーチセンター 教授
●テーマ
［講演3］（40分）

「鉄鉱石の風変わりな高温触媒活性－グリセリン分解反応を例として－」

B-4

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先朝見 賢二 【T E L】（093）695-3284 【FAX】（093）695-3376 【E-mail】jpi-q＠kitakyu-u.ac.jp （公益社団法人石油学会九州・沖縄支部 支部長）

地域課題解決を産学官民金の連携で目指す「北九州e-PORTチャレンジ」
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】14名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州e-PORT推進機構11：00～12：0010月21日（金）
産学連携センター 中会議室1

●テーマ「地域課題解決を産学官民金の連携で目指す『北九州e-PORTチャレンジ』」
公益財団法人 九州ヒューマンメディア創造センター 事務局長 山田　修司 氏

［講演］（60分）

C-3

（
全
体
　
1
時
間
）

報告者 連絡先糸川 【T E L】（093）663-2950 【FAX】（093）663-2955【E-mail】planning2@human-media.or.jp（公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター 企画課）

ＡＩの社会実装を目指して
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】70名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

ひびきのAI社会実装研究会15：00～17：0010月21日（金）
産学連携センター 中会議室1

●テーマ「ひびきのＡＩ社会実装研究会の活動状況について」
九州工業大学 名誉教授 石川　眞澄 氏

永原　正章 氏北九州市立大学 教授
●テーマ
［講演2］（40分）

［講演1］（40分）

「ものを動かすための人工知能と自動制御」

船越　孝太郎 氏ホンダリサーチインスティチュート シニアリサーチャ
●テーマ
［講演3］（40分）

「人工知能と対話技術の動向」

C-4

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先渡邊　 祐 【T E L】（093）695-3685 【FAX】（093）695-3586 【E-mail】y-watanabe＠ksrp.or.jp （公益財団法人北九州産業学術推進機構、自動車技術センター）
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北九州市環境エレクトロニクス研究所 １年をふり返って
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】39名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州市環境エレクトロニクス研究所10：00～12：0010月21日（金）
学術情報センター 遠隔講義室１

●テーマ「研究所 開設１年の歩み」
北九州市環境エレクトロニクス研究所 主席研究員 二宮　　保 氏

附田　正則 氏北九州市環境エレクトロニクス研究所 主任研究員
林　　祐輔 氏北九州市環境エレクトロニクス研究所 主任研究員
宍戸　信之 氏北九州市環境エレクトロニクス研究所 主任研究員

●テーマ
［講演2］（50分）

［講演1］（10分）

「研究所が目指す新しいパワーエレクトロニクス（省エネ・創エネへの貢献）」

葉山　　裕 氏北九州市環境エレクトロニクス研究所 研究員
松垣　佳克 氏北九州市環境エレクトロニクス研究所 研究員

●テーマ
［講演3］（30分）

「地元企業の新産業化促進支援に関する取組み」

大村　一郎 氏九州工業大学工学研究院電気電子工学研究系 教授
市原　文夫 氏九州工業大学工学研究院電気電子工学研究系

●テーマ
［講演4］（30分）

「研究連携紹介～地域イノベーション戦略支援プログラムの取組みについて」

E-3

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先田中　 馨 【T E L】（093）695-3075 【FAX】（093）695-3036 【E-mail】kaoru_tanaka01@city.kitakyushu.lg.jp（北九州市環境エレクトロニクス研究所事務局）

●
セ
ミ
ナ
ー

部品内蔵配線板の最新状況と製品化例 ～部品内蔵からインターポーザまで～
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】27名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

システム開発技術カレッジ（ふくおかＩＳＴ）、
ひびきの半導体アカデミー（ＦＡＩＳ）

10：00～12：0010月21日（金）
産学連携センター 中会議室２

●テーマ「部品内蔵配線板の最新状況と製品化例 ～部品内蔵からインターポーザまで～」
有限会社ウェイスティー 代表取締役社長 工学博士、IEEE Fellow、IMAPS Fellow 福岡　義孝 氏

［講演］（120分）

D-3

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先有瀬 房美 【T E L】（093）695-3007 【FAX】（093）695-3667 【E-mail】t-ueno＠ksrp.or.jp （ふくおかIST システム開発技術カレッジ）
上野 孝裕（公益財団法人北九州産業学術推進機構 ひびきの半導体アカデミー）

第59回北九州医工学術者会議
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】23名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

北九州医工学術者協会15：00～16：5010月21日（金）
産学連携センター 中会議室2

〈会長〉 九州歯科大学 森本　泰宏 氏

〈座長〉
（1）口腔癌患者に対する頸部郭清術後の頸部筋肉への18F-FDG集積

九州工業大学 和田　親宗 氏

九州歯科大学
九州歯科大学
九州歯科大学

鬼頭　慎司 氏
小田　昌史 氏
田中　達朗 氏

九州歯科大学
九州歯科大学
九州歯科大学

若杉（佐藤）　奈緒 氏
西村　　瞬 氏
森本　泰宏 氏

（3）解剖学的特徴情報に基づく頭部CTA・MRA画像の位置合わせ
九州工業大学
九州工業大学
九州工業大学

藤井　夏季 氏
山村　雄太郎 氏
タン ジュークイ 氏

戸畑共立病院
九州工業大学

山本　晃義 氏
金　　亨燮 氏

（2）松葉杖歩行時の脇当て脱落軽減を可能にする松葉杖構造変更の提案
九州工業大学、九州看護福祉大学
株式会社有薗製作所
株式会社有薗製作所

永崎　孝之 氏
有薗　　央 氏
恩田　卓尭 氏

株式会社有薗製作所
九州工業大学

小田　尭人 氏
和田　親宗 氏

●テーマ「コンピュータが支える画像診断と放射線治療」
九州大学大学院 医学研究院 保健学部門 医用量子線科学分野 教授 有村　秀孝 氏

［開会挨拶］（5分）

［閉会の言葉］（5分）

［特別講演］（55分）

［一般講演］（45分）（発表時間（質疑応答5分含む）：15分）

D-4

（
全
体
　
2
時
間
）

報告者 連絡先森本 泰宏 【T E L】（093）582-1131（内線2111、1331）【FAX】（093）285-3094【E-mail】rad-mori＠kyu-dent.ac.jp （北九州医工学術会議、九州歯科大学・歯科放射線学分野）
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金　　賢植 氏

工学教育革新センターと連携した海洋ロボット教育技術研究所の研究開発およびPBL教育
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】19名

【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓国東明大学校工学教育革新センター・工科大学機械工学科
【共　　催】北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科

11：00～12：0010月21日（金）
技術開発交流センター 中会議室

●テーマ「工学教育革新センターと連携した海洋ロボット教育技術研究所の研究開発およびPBL教育」
韓国東明大学校工学教育革新センター センター長   
韓国東明大学校工科大学機械工学科 副教授

［講演］（60分）

F-3

（
全
体
　
1
時
間
）

報告者 趙　 昌熙（北九州市立大学 国際環境工学部機械システム工学科） 連絡先【T E L】（093）695-3224 【FAX】（093）695-3394 【E-mail】cho@kitakyu-u.ac.jp

●
セ
ミ
ナ
ー

北部九州発のイノベーションをアジア・世界へ
【日　　時】

【会　　場】

【参加人数】69名【主　　催】

報告
プ
ロ
グ
ラ
ム

Joint-IFF（ふくおかIST、ISIT、FAIS連携体）14：30～17：3010月21日（金）
学術情報センター 遠隔講義室１

●テーマ「Joint-IFFの概要と一体として取り組む地域クオリティの底上げ」
北九州産業学術推進機構（FAIS）産学連携統括センター長 納富　　啓 氏

藤本　　潔 氏北九州産業学術推進機構（FAIS）産学連携担当部長

●テーマ
［講演2］（40分）

［講演1］（15分）

「超低炭素化社会のビジネスを探る～アジアをつなぐ新たな研究開発・実証拠点をめざして」

川畑　　明 氏九州先端科学技術研究所（ISIT）専務理事

●テーマ
［講演3］（40分）

「課題解決型よろず相談『分析NEXT』～学研都市”伊都”からの挑戦」

野北　寛太 氏
福岡県産業・科学技術振興財団（ふくおかIST）
三次元半導体研究センター副センター長

●テーマ
［講演4］（40分）

［ポスターセッション］（30分）

「IoT時代の試作・評価拠点を目指して～半導体実装研究開発拠点としての三次元半導体研究センターの取組み」

E-4

（
全
体
　
3
時
間
）

報告者 連絡先吉武　 聡 【T E L】（093）695-3006 【FAX】（093）695-3018 【E-mail】s-yoshitake@ksrp.or.jp（公益財団法人北九州産業学術推進機構）
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●
展
　
示
　
会

事業化支援
センター

展　示　会

出　展　者テ　ー　マ 展　示　内　容

出　展　者テ　ー　マ

社会に貢献する
ロボット

介護ロボット

ひびきのＬＥＤ
アプリケーション

創出協議会の製品紹介

文部科学省
ナノテクノロジー

プラットフォーム事業の紹介

産業用ロボット導入支援センターの公開

自動車技術センターと研究会等パネル展示、ビデオ上映

レゴカープログラム体験教育紹介

ULV（Ultra lightweight vehicle）の試乗会

クルマの未来館ひびきの公開

新日本非破壊検査（株） インフラ点検ロボット〈橋脚検査ドローン〉

計測検査（株） インフラ点検ロボット〈壁面検査ドローン〉

北九州工業高等専門学校 滝本隆 研究室 編隊飛行型３次元計測ロボット〈編隊飛行ドローン〉

（株）石川鉄工所 管渠検査ロボット

九州工業大学 石井和男 研究室 静脈血栓症予防ロボット

九州工業大学 西田健 研究室 次世代産業用AIロボット

（有）ICS SAKABE 電動アシストカートロボット

八祥産業（株） 鉄道車両洗浄ロボット

（株）三和綜合土木 スレート屋根補修ロボット

リーフ（株） 歩行リハビリ支援ツール

（株）安川電機 健康度測定器、屋内移動アシスト装置

富士ソフト（株） PALRO（パルロ）

装置と情報の共有化による研究開発の新展開について紹介

特色あるLED製品やLEDを活用した新たなアプリケーション
を紹介

展　示　内　容

ロボット関連

自動車関連

半導体・エレクトロニクス関連

(株)朝日工芸社
日本プライスマネジメント(株)
(株)マリンテック
(株)ＳＴＥＱ
京都電子工業(株)

(株)環境フォトニクス
(株)豊光社
(株)ロクリア
KOA(株)

文部科学省ナノテクノロジー
プラットフォームセンター機関
(国立研究開発法人 科学技術振興機構）

微細加工プラットフォーム実施機関
(公益財団法人 北九州産業学術推進機構)

技術開発交流センター
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●
展
　
示
　
会

世界発！省エネルギーのための自動制御理論北九州市立大学 教授 永原 正章 氏

形状記憶合金の仕組みと本合金を用いた低温排熱回収装置のご紹介北九州市立大学 准教授 長　 弘基 氏

太陽光を用いた水分解水素貯蔵エネルギーシステム

西日本工業大学『計測・分析センター』と関連する研究事例のご紹介10月20日（木）

10月21日（金）

北九州市立大学 教授 藤井 克司 氏

人工光合成による燃料製造プラント（国際光合成産業化研究センターの取り組み）北九州市立大学 教授 上江洲 一也 氏

西日本工業大学 教授 鷹尾 良行 氏 他

体　育　館

サポイン成果発表

産学連携フェア実行委員機関ほか

早稲田大学

北九州市立大学

ダイキ工業(株)／エス・エルテック(株)／九州工業大学／九州大学

（株）戸畑製作所／古河電池（株）／不二ライトメタル（株）／産業技術総合研究所

（公財）九州ヒューマンメディア創造センター

（公財）福岡県リサイクル総合研究事業化センター

北九州工業高等専門学校

西日本工業大学 研究センター

福岡県工業技術センター 機械電子研究所

早稲田大学大学院情報生産システム研究科
ルパージュ・イヴ研究室

早稲田大学の産学官連携の取り組み

集積システム分野研究紹介

篠原尋史研究室

生産システム分野の研究紹介

三宅丈雄研究室

田中英一郎研究室

韓国・東明大学工学教育革新センター／
海洋ロボット教育技術研究所
韓国・国立釜山機械工業高等学校
北九州市立大学国際環境工学部システム工学科

環境技術研究所  研究プロジェクトのご紹介

環境技術研究所　特別企画展示
「低炭素社会に向けたエネルギー関連技術」
朝見研究室、天野研究室、今井研究室、鈴木研究室、山本研究室、
黎研究室、国際光合成産業化研究センター、藤井研究室、
泉研究室、長研究室、宮里・仲尾研究室、吉山研究室、永原研究室、
龍研究室

九州工業大学

柴田研究室

馬研究室

西田研究室

安藤研究室

古川研究室

吉田研究室

立野研究室

我妻研究室

田向研究室

森江研究室

宮本研究室

社会ロボット具現化センター

出　展　者実施日 テーマ

カーロボ連携大学院

出展者プレゼンテーション

インテリジェントカー・ロボティクスコース総合実習展示

九州共立大学 総合研究所

受付受付

資
料
コ
ー
ナ
ー

社会ロボット
具現化センター

カーロボ
連携大学院

機械電子
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早
稲
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大
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セ
ミ
ナ
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2コース

10月20日（木）●15：30～17：00
人間知能システム工学専攻ツアー

1コース

▶九州工業大学大学院生命体工学研究科

10月20日（木）●15：30～17：00
安部征哉 研究室　スイッチング電源の高性能化技術とその応用
宮﨑敏樹 研究室　私たちの病気やけがを治すことのできる新素材開発

生体機能応用工学専攻ツアー

1コース

▶北九州市立大学国際環境工学部　

▶学研都市見学ツアー

10月20日（木）●15：30～15：50
①

①

安井英斉・寺嶋光春 研究室　排水の生物処理について
日 時

学研概要説明（5分）
共同開発センター（ケミカルプロセス室等）（15分）
現代美術センターCCA北九州（15分）
産業用ロボット導入支援センターおよびクルマの未来館ひびきの（30分）

日 時

水環境・水処理ツアー

2コース

10月20日（木）●11：00～12：00
10月20日（木）●15：30～16：30

黎暁紅・今井裕之 研究室　バイオマスから化学品への触媒的変換
②朝見賢二 研究室　次世代輸送用燃料用触媒反応プロセス
③山本勝俊 研究室　ナノポーラス物質の合成と分析
④

※1回目、2回目とも同じ内容

天野史章 研究室　光エネルギーの化学的変換

循環型社会を目指す触媒研究ツアー

▶早稲田大学大学院情報生産システム研究科

2コース

10月20日（木）
吉増敏彦 研究室　無線通信用RF ICについて

無線通信用回路研究見学ツアー
●10：45～11：15

1コース

10月20日（木）
①鎌田清一郎 研究室　近年注目されているディープラーニングと画像認識について

ディープラーニングと画像認識見学ツアー
●10：00～10：30

3コース

10月20日（木）
大貝晴俊 研究室　COMSおよびPRIUSの自動運転車について

自動運転車見学ツアー
●11：30～12：00

日 時

日 時

日 時

日 時

日 時（1回目）
日 時（2回目）

日 時

10月20日（木）●10：30～12：00

①

①

①

加藤珠樹 研究室　タンパク質分解酵素活性検出のための蛍光基質の開発③
②

夏目季代久 研究室　脳波を用いたブレインマシンインターフェース技術の紹介
宮本弘之 研究室　球駆動式全方向移動パーソナルモビリティ

①

堀尾恵一 研究室　データ解析～データの収集，解析からフィードバックまで～③
②

①
②
③
④

見　学　ツ　ア　ー

同　時　開　催

【参加人数】13名

【参加人数】11名

【参加人数】12名

【参加人数】2名

【参加人数】8名

【参加人数】2名

【参加人数】7名
【参加人数】2名

【参加人数】196名

【参加人数】70名

【参加人数】12名
●
見
学
ツ
ア
ー

●
同
時
開
催

学研都市や近隣に立地する大学および工業高等専門学校の学生によるポスターセッション型の研究発表を行いました。

国立高専4高専専攻科学生研究発表会
28平成　  年10月21日（金）《日時》 会議場イベントホール

北九州工業高等専門学校、宇部工業高等専門学校、有明工業高等専門学校、久留米工業高等専門学校

石油学会ジュニアソサイアティ（JPIJS）

《会場》

《主催》

●10：00～12：00

若手研究者のためのポスターセッション
28平成　  年10月21日（金）《日時》 会議場イベントホール《会場》

《主催》 触媒学会、化学工学会九州支部若手エンジニア連絡会（Q・NET）《協賛》

●10：00～12：00
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広報・宣伝活動

●ポスター

●招待状用封筒

●ダイレクトメール

●ホームページ

●
広
報
・
宣
伝
活
動
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●市政だより（平成28年9月15日号）

●ネットワーク北九州（10月号）

●新聞広告

■日本経済新聞掲載日一覧
【半5段】
（朝刊計5回掲載）
9/7、9/14、9/21、9/28、10/5
（夕刊計5回掲載）
9/9、9/13、9/23、10/11、10/17

●特別講演チラシ

●若松物語vol.13

●北商NEWS（9月号）

●北九州市役所内掲示モニター

広報・宣伝活動

●
広
報
・
宣
伝
活
動
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開　催　風　景

●
開
催
風
景



MEMO





北九州学術研究都市産学連携フェア実行委員会
九州工業大学・北九州市立大学・早稲田大学・九州共立大学・福岡大学・西日本工業大学・九州歯科大学・産業医科
大学・北九州工業高等専門学校・北九州商工会議所・公益財団法人アジア成長研究所・公益財団法人北九州活性化
協議会・公益財団法人九州ヒューマンメディア創造センター・国立研究開発法人産業技術総合研究所・福岡県・福岡県
工業技術センター機械電子研究所・北九州市
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